
December

June

2-4. 風の窓

2-2. 日射と眺望の窓

2-3. 光の窓

2-1. 窓の機能の分離

フィンランドは太陽高度が非常に低いため、一年を通して
昼の長さが劇的に変化する。このダイナミックな変化を室
内でも感じられるようにするため、太陽の動きに合わせる
ようにして螺旋の向きを決定し、それに合わせて大きな窓
を開ける。周囲を木々に囲まれたこの土地では、緑豊かな
景色を望むことができる。

フィンランドは日本以上に変化に富んだ四季を持ち、森と湖という豊かな自然に囲まれた国である。
一方でフィンランドの住宅は冬の寒さを乗り切るため、24時間全館暖房によって均質な空間をつくるのが一般的である。

もっと自然の移ろいを感じられる住宅はつくれないか。
もっと暖房という行為を意識できる住宅はつくれないか。

自然と暖房、二つの環境が移ろい、室内環境を彩る住宅を提案する。

ヘルシンキ郊外の街エスポーにあるアアルト大学の学生寮を設計する。

冬の平均気温は -5°C、最高気温でも
0°Cと冬の寒さが非常に厳しい

部屋と箱、二重の構造

Public area 21～24°C
Private area 18～21°C
Spiral area  14°C～

Heat

3-1. なだらかな暖房スケジュールの採用 3-2. 厚みの差は素材差よりも影響が小さい

各室を安定して高い温度が必要な部屋、安定し
てある程度の温度が必要な部屋、温度が大きく
変動してもいい部屋の三種類に分類する。最も
熱を必要とする部屋群をパブリックエリアとし
、このエリアのみを暖房することで他のエリア
の暖房もまかなえるように設計する。

窓は多くの環境要素を取り込める部位であるが、熱の観点から見
ると最大の弱点でもある。光や眺望、風など、取り込みたい環境
要素ごとに窓の機能を分離していくことで、通風用の窓は光を通
さず断熱性の高い扉のようなものにするなどの工夫ができる。
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一つの熱源から各部へ熱を送る上で、最も単純な形は
入れ子状である。しかし単純な入れ子状に部屋配置を
すると建物全体が巨大化してしまい熱負荷的に不利に
なる。そこで部屋とヴォイドを二重螺旋のように配置
することで、全体をコンパクトにまとめつつ熱源に中
心性を与えることができる。

帰宅時にきっかり暖房を開始するパターンと緩やかに開始するパターンの検討。
緩やかな方がやや暖房負荷が大きいが住環境の快適性を考えると緩やかな方が有利である。

ボリュームを削るように
して螺旋をつくる

入れ子状

Box

Public area

Private area

Spiral area

螺旋状
立体的な中心平面的な中心

寝室は直接外気に面する窓を持たず、スパイラルエリア
から降り注ぐ天空光によって採光する。コアの南東面に
開けられた開口も同様に採光を目的としており、朝日が
ダイニング上部に差し込む。

夏の昼間に 6～8 m/s 程度の強めの風が吹く

気候分析では南～南西の風が多いことが
読み取れるが南東に湖を持つこの土地で
は日中南東からの風が強いと予想される。
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暖房熱と自然の移ろいを感じるシェアハウスの設計
東京大学　新冨 凌汰
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太陽高度が低いため、昼の
長さが一年で大きく変わる 冬の日照はほとんどない

Public

CLT 200mm Concrete 200mm

Private(2F)

Spiral(2F)
ConcreteCLT

熱伝導率： 0.06W/mk  1.2W/mk 
容積比熱： 390kJ/k  2160kJ/k

壁の素材を変更することで、各エリアの温度変化の仕方が
変わる。プライベートエリア - スパイラルエリア間の壁の
素材を CLT（直行集成材）よりも熱容量の大きいコンクリ
ートに変更することで一日の中での変動を緩やかにし、非
暖房室であるスパイラルエリアの温度も安定させられる。

一日の中での温度変動が激しい
スパイラルエリアが寒くなりやすい

各エリアの年間温度

CLTよりも一日の変動が安定している
スパイラルエリアに暖房

3-3. 壁の素材によって室の温度変化を操作する

3-5. 室内に多様な温熱環境ができる

Private

Spiral

厳しい冬の間は室内に風を取り込むことは
できないが、快適な気温になる夏であれば
風は積極的に取り込める。冬の間は壁とし
て閉じきり、夏になると開け放せる、扉の
ような窓を風の窓とする。風がスパイラル
エリア全体を巡るように開口位置を決定する。
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コンクリート 200mmを基準
として厚みと素材の違いに
よる日較差を比較する。

フィンランドの学生寮のイメージ

1. 部屋の設計 2. 箱の設計 3. 素材、厚みの検討

1-2. 三つの熱的性質の部屋群

1-1. ヘルシンキ郊外の学生寮

1-3. 螺旋配置による空間のコンパクト化

部屋間を移動する熱の流れを操作する 室内に取り込む自然環境を操作する 室内の温度分布を操作する
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3-4. 1日の気温変化
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帰宅～就寝までの時間だけの
暖房で翌日夕方まで室温が維持
できる。

帰宅時間の少し前から暖房を
する必要がある。他の代表日
代表日と比べて各エリアの
温度差が大きい。

日中は全室が同程度の温度だが
スパイラルエリアが夜間の放射
冷却の影響を強く受ける。

一日を通して全室が同程度
の温度。就寝直前に暖房を
つける必要がある。

パブリックエリア

プライベートエリア

外気温 暖房稼働時間

暖房温度暖房設定温度

学校にいる時間スパイラルエリア

Private area
(Bed room)

(Kitchen)

Public area
(Shower) (Dress room)

Spiral area
(Library)

Spiral area
(Play room)

Public area
(Dining & Living room)

Spiral area
(Cafe space)
14.7°C

23.1°C

21.2°C 26.9°C 25.2°C 13.1°C

22.0°C

17.9°C

部屋の設計 箱の設計 硤合・厚みの検討
1 2 3

厳しい寒さのフィンランドにおいて、暖房熱は極力
外に逃がさないようにしなくてはならない。居住空間
である部屋を断熱性能の高い箱で覆うことで、部屋の
周りに外部環境や暖房の影響を受けやすい中間領域を
形成する。環境の変化は断熱された空間内で起きる。

a-a断面　温度分布
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Bed Room 1BedRoom 2

BedRoom 3 Shower
DressRoom

Entrance

Play Room

Bed Room 4
Bed Room 5

Bed Room 6

Rest Space

Kitchen

Cafe Space

Living Room
Dining Room

Cafe Space (South)
大開口により明るく開放的な空間。
みんなで集まって勉強をしたり、会話
を楽しむのに適している。

Library
スパイラルエリアの中で最も暖かい場所
冬の朝日、湖の風景など、季節の変化が
最も顕著に現れる場所でもある。

Rest Space
西面の開口により夕方に一番明るくなる。
帰宅してきた学生が一息つく場所
サウナから出てきた後の休憩場所にもなる

Play Room
エントランスに次いで涼しい場所。
卓球やダーツなど、少し体を動かす遊びに
適している。汗をかいたらそのままシャワ
ー室へも行ける。

Entrance
自転車やスキー板などを置いておき、
メンテナンスもできる土間のような場所。
風の窓を開けると外と一続きの空間になる。

Living & Dining
家全体の中心となる場所。吹き抜け
により一階、三階ともつながっている。

Sauna & Shower
フィンランドでは浴室よりもサウナと
シャワーが一般的である。サウナは日本
における銭湯のように憩いの場となる。

Bed Room
完全なプライベート空間。コアエリア
とはカーテンで仕切られており対流熱
によって暖められる。

Box
家の外皮となる木造の箱。
断熱性能はフィンランドの一般住宅
のU値基準に基づく。

一階の風の窓を開けると、
湖から吹く風が家の中に導かれる

南面の大開口から得られた日射熱を
コアのコンクリートで蓄熱する。

部屋と箱の間の隙間によって空気が
室内全体を循環する。

1F

2F

3F

Laundry
Play Roomとひと続きになっており、
洗濯物が洗い終わるのを待つ間
友達と遊んで過ごすことができる

a

a

N

Cafe Space (West)
風の窓を開放することで、夏は半外部
のテラスのように使える。

コアエリア上部の頂側窓。
朝日が差し込むことでリビング上部
が明るく照らされる。

Wall   0.17 W/m2•K
Roof   0.09 W/m2•K
Floor   0.16 W/m2•K
Window   1.0  W/m2•K
Door   1.0  W/m2•K


